
参加 無料

10/20（土）
13:30 ～ 15:30 

テ ー マ 『イノベーションのための「創造プロセス」とは？ 

～ 事業（商品）コンセプトを創り出すには ～』

場 所 

事業創造大学院大学事業創造研究科

沼田 秀穂 教授

企業におけるイノベーションの源泉は新しいアイデアや発見による新技術の創出です。新技術が商品やサービスに適用され、

社会に貢献したとき にイノベーションは完成すると言えるでしょう。イノベーションは、「人」・「場」・「時」３つの要因が相

互に関連し合って成立します。しかし、イノベーションの発端は常に“その人”の“ひらめき”です。時代や周囲の常識を越える

ような提案や夢が語られたとき、「馬鹿げた話」とか 「論理がない」として拒否されることが多いでしょう。では、新技術創

出に繋げた“その人”は創造の発端でどのような論理を用いているのでしょうか。「創造プロセス」における論理とは、「創造プ

ロセス」に基づいた技術や事業（商品）開発プロセスとは何かについて皆さんと一緒に議論したいと思います。

経営に関心のある方や大学院進学をご検討されている方は大学院に触れていただける良い機会ですので、是非ともお申込みご

参加くださいますようご案内いたします。少しでも興味をお持ちの方もご参加いただけますのでお気軽にお問い合わせ下さい。

日 時  

事業創造大学院大学 体験授業

2012年 10月 20日（土）13:30～15:30（受付開始 13:15）

事業創造大学院大学・新潟本校

新潟市中央区米山 3-1-46 TEL：025-255-1250

スケジュール 13:15         受付開始 

13:30～13:45  大学院概要説明

13:45～14:35  体験授業

14:40～15:00  入学試験に関する募集概要説明

15:00～15:30  質疑応答・施設見学 

講 師 

対 象 ＆ 定 員 ◆本学への進学をご検討されている 22歳以上の方 

（少しでも興味をお持ちの方もご参加いただけます。お気軽にお問い合わせください。）

◆本学の在学生・修了生の方  ≪ 定員 20名 ≫ 

※ 希望される方は「10月 19日（金）」迄に電話または e-mail、もしくは裏面の FAX 受講申込書からお申込みください。 

＜お問合せ・お申込先＞ 

事業創造大学院大学 事務局 

Tel.025-255-1250   Fax.025-255-1251    info@jigyo.ac.jp    http://www.jigyo.ac.jp 

新潟市中央区米山 3-1-46 

△質疑応答の様子 

△体験授業の様子 



                  「体験授業」の参加を希望します。 

ＦＡＸ 受講申込書 

０２５-２５５-１２５１  事業創造大学院大学事務局 行 

●下記必要事項をご記入の上、ＦＡＸでご送信ください。

●受講希望者（複数人での申込み可：申込者欄が不足の場合はお手数ですがコピーしてご使用下さい。） 

１ 

ふりがな  

氏名  

事業所名称  

部署・役職 （部署）                       （役職） 

住所（自宅） 
〒     ―

e-mail／電話番号             ＠          TEL: 

2 

ふりがな  

氏名  

事業所名称  

部署・役職 （部署）                       （役職） 

住所（自宅） 
〒     ―

e-mail／電話番号             ＠          TEL: 

※ お知らせいただいた情報は事業創造大学院大学体験授業の運営管理に利用されます。それ以外での利用は致しません。 

開講日 開催時間 体験授業 テーマ 講師名 

10月20日（土） 13：30～15：30 
イノベーションのための「創造プロセス」とは？ 

～事業（商品）コンセプトを創り出すには～ 
沼田 秀穂   教授 

体験授業

事業創造大学院大学事業創造研究科 

沼田 秀穂 教授

電気通信大学大学院電気通信学研究科博士課程修了、博士（工学）。専門社会調査士。

大日本スクリーン製造で営業企画、ソリューション事業等を担当。2002 年、シンクタンク系

ベンチャーを起業。東京大学先端科学技術研究センター研究員、国立情報学研究所研究

員、情報処理推進機構専門委員等を歴任。他大学では、情報分析力 1・2・3、プロジェクト

ワークショップ、数理学、社会調査法、メディア論等を担当。主に ICT が社会システムに与

えるインパクト研究に従事。市場調査法、マネジメントサイエンス、演習Ⅰ・Ⅱを担当。 


